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要       約 

ホッケ道北系群の漁獲量は、1980年代後半から増加傾向が続き、1998年には20万トンに

達した。その後は10万トン前半で推移していたが、2006年には減少し、9万9千トンと10万
トンを割り込んだ。2007年以降増加し、2008年の漁獲量は14万7千トンとなったが、2009
年は再び減少し、9万6千トンとなった。漁獲量の大半を占める日本海側の沖合底びき網漁

業（以下沖底）のCPUEは、1990年代より増加傾向が続き、2000年以降も概ね6トン/網以

上の高い水準で推移している。一方、90年代前半からのCPUEの増加の要因として漁具能

率の向上も考えられるため、本年度の評価には過去30年間の漁獲量の推移と漁具能率など

が比較的安定していると考えられる過去5年間の沖底CPUEの動向を用いた。漁獲量の推移

から資源水準は中位、過去5年間の沖底CPUEの動向および漁獲量の動向から資源動向は横

ばいと判断した。漁獲量は、2006年に一旦減少した後に増加したが、2009年に再び減少し

高水準から中水準へ移行した。また、調査船トロール調査で得られたホッケのCPUEは2010
年に減少しており、2010年の沖底を対象とした漁獲情報に関するアンケート調査等でも漁

獲状況は良好では無いとのことから、現行の漁獲圧が資源に与える影響を考慮して、平成

22年度ABC算定のための基本規則2-2)-(2)に従い、係数δ2に0.9を与え、ABClimitを過去5
年間の平均漁獲量×0.9=106千トン、ABCtarget = ABClimit×0.8=85千トンとした。 
 

  2011 年 ABC 資源管理基準 F 値 漁獲割合 
ABClimit 106 千トン 0.9Cave5-yr  -   -  

ABCtarget 85 千トン 0.8・0.9Cave5-yr  -   -  
     

年 資源量 漁獲量 F値 漁獲割合 
2008 
2009 

2010 

- 
- 

- 

147 千トン 
96 千トン 

 

- 
- 

- 

- 
- 

- 
 

水準：中位   動向：横ばい 
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本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

 

1. まえがき 

ホッケ道北系群は、北海道北部海域における沖底漁業の主要漁獲対象資源の一つである

とともに、海域の沿岸漁業（刺し網、底建網、サケ定置網等）によっても漁獲される。 

 

2. 生態 

（1） 分布・回遊 

主分布域は、積丹半島付近より北側の北海道日本海側、サハリン南西岸、およびオホー

ツク海沿岸である（図1、ホッケ研究グループ 1983）。稚魚・幼魚期に、日本海中央水域

からサハリン沿岸や、オホーツク海の表層で生活したのち、満1歳となる秋には底生生活に

移る。着底後のホッケの大部分は日本海に移動するが、一部はオホーツク海に残って、さ

らに1～2年間生活する。越冬した1歳魚は、“春ボッケ”として一部の経産卵魚とともに密集

して浮上し、活発に索餌する。 
 

（2） 年齢・成長 

ホッケ道北系群における平均的な成長は、以下の成長式によって示される（入江 1983）： 
Lt = 452[1 − exp{−0.272(t +1.295)}]

W = 0.80 × L3 126 ×10−5
 

L:体長(mm)、W:体重(g)、t:年齢 
 

この式を用いて、満年齢における計算体長と計算体重を求め、図2に示した。年齢の起算

日については、生まれた翌年の1月1日を便宜的に誕生日とし、その後毎年1月1日に加齢さ

せる。寿命は8～9歳。成熟までの成長は比較的早いが、成熟後（3歳以降）の成長は頭打ち

データセット 基礎情報、関係調査等 
年齢別漁獲尾数 
体長組成 
 

月別体長組成調査（水研セ、北海道） 
体長‐年齢測定調査（水研セ、北海道） 
資源量直接推定調査（水研セ）・・トロール 

漁獲量 
 

主要港漁業種類別水揚げ量（北海道） 
北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水研セ） 

資源量指数 
 

北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水研セ） 
源量直接推定調査（水研セ）・・トロール 

漁獲努力量 
 
 

北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水研セ） 
漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省統計部） 
主要港漁業種類別水揚げ量（北海道） 
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となり、年齢による体長の違いを検出することが困難となる。 
 

（3） 成熟・産卵 

成熟した魚は、産卵場の近辺を生活の領域とする“根ボッケ”となって、広い範囲の移動・

回遊を行わなくなる。1歳の終わり（満2歳）に一部（3割）成熟するものがあり、2歳の終

わり（満3歳）には大部分が成熟する。産卵期は9月中旬～11月上旬で緯度が高いほど早く、

利尻・礼文島沿岸および武蔵堆の最浅部で産卵する。産卵回数は1産卵期当たり2〜4回。1
回に2,800～4,500粒を産卵する。 
 

（4） 被捕食関係 

仔魚期には主にカイアシ類を、未成魚期にはヨコエビ類を多く捕食する。岩礁周辺に定

着するようになると、魚類、魚卵、イカ類、エビ類、ヨコエビ類、オキアミ類などさまざ

まな種類の動物を食べる（夏目 2003）。 
 

3. 漁業の状況 

（1） 漁業の概要 

道北系のホッケは、沖底、刺し網、底建網、サケ定置網などによって漁獲される。各漁

業の主漁期、主漁場、および主漁獲対象は、表のように整理される。 

 
 

（2） 漁獲量の推移 

ホッケ道北系群の漁獲量は、1980年代前半に10万トンから3万トンに減少したが、その後

増加に転じ、1990年代前半には再び10万トン台まで回復した。それ以降も増加傾向が続き、

1998年には20万トンを超えたが、2000年代は12～15万トンで推移した。2006年の漁獲量

漁業種類

3～12月

4～12月

1歳魚以上
底建網

日本海 利礼周辺～島牧 島牧～寿都 1～12月

オホーツク海 雄武～斜里 湧別～紋別 5～12月

沖底

刺し網
日本海 利礼周辺～島牧

日本海

オホーツク海

積丹沖～稚内
ノース場、利礼

周辺

オホーツク海 雄武～斜里

海域 漁場 主漁場 漁期

1歳魚以上

稚内イース場、
網走湾、大和堆

周辺

稚内ノース場、
利礼周辺

紋別・稚内イー
ス場

0歳魚以上

ほぼ周年 0歳魚以上

利礼周辺、武蔵
堆周辺 1歳魚以上

網走・斜里周辺

9～11月

漁獲対象

サケ定
置網

日本海 利礼周辺～島牧 島牧～神恵内 1歳魚以上

オホーツク海 雄武～斜里 網走・斜里周辺
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は10万トン以下に減少したものの、2007年以降には再び増加し、2008年は14万7千トンと

なった。2009年は日本海およびオホーツク海における沿岸漁獲量と沖底の漁獲量が減少し

たため、前年比35%、一昨年比23%減の9万6千トンとなった（表1、 図3）。   
総漁獲量の6割程度を日本海における沖底が占めており、日本海の沿岸漁獲量およびオホ

ーツク海における沖底が1～2割を占める。オホーツク海における沿岸漁獲量は1割に満たな

い。2009年の沖底の漁獲量は2008年の11万2千トンと比べて37%減少し、7万1千トンとな

った。海域別で見ると、日本海で2万6千トン、オホーツク海で1万6千トンの減少となった

（表1）。一方、沿岸漁業による漁獲量は2008年の漁獲量は前年と比べて26%減少し、2万6
千トンとなった。日本海およびオホーツク海の沿岸漁獲量は前年よりそれぞれ6千トンおよ

び3千トン程度減少した（表1、 図3）。 
 

(3)  漁獲努力量 

 総漁獲量に占める沖底漁獲量の割合は7～8割、沿岸漁獲量の割合は2～3割であり、沿岸

漁獲量の中では、底建網が5～6割、定置網が1～2割を占める。漁獲努力量は、沖底につい

ては操業網数を用いた。底建網は、第2種共同漁業権に含まれるカレイ・ヒラメ・ホッケ底

建網の行使者数を、定置網は、北海道農林水産統計に記載されている漁労体数（統）を漁

獲努力量として用いた（表2）。また、参考として、底建網および定置網について漁労体数

および漁獲量を支庁ごとに集計し、支庁別の漁労体あたりの漁獲量を算出した（補足資料1）。 
沖底の漁獲努力量（網数）は海域によって差があるものの、両海域ともに1980年代の2

～3万網から減少し、近年では1万網台前半で推移している。2009年は日本海で若干減少し

9,121 網、オホーツク海で13,539網であった（表1，図4）。一方CPUEは、1990年代前半

から2000年代前半にかけて日本海において急激な増加傾向が見られ、2000年代に入って4
～6（トン/網）で推移していた。2006年に一旦減少したが、2007年以降再び増加し、6～8
（トン/網）と高い値で推移している（図4）。オホーツク海においては1990年代以降増減

しながらゆるやかに増加し、1980年代よりも高い水準で推移しているが、2009年は減少し

た（図4）。 
定置網の漁労体数は、1980年代前半と比較して小定置で減少し、サケ定置で増加したが、

近年では大きな変化は見られていない（表2、付表1）。一方、サケ定置の漁獲量および漁

労体あたりの漁獲量は2003年および2006年に急激に増加したが、2007年には減少し、2008
年以降再び増加した（表2、図5）。底建網の漁労体数は、支庁によって差が見られるが、

1990年代後半と比較して2000年代は概ね減少していた（表2、付表1）。底建網の漁労体あ

たりの漁獲量は、サケ定置と同様2003年に急増し、その後は増減しながら推移していたが、

2008年に再び増加し、2009年には減少した（表2、図5）。 
 

4. 資源の状態 

（1） 資源評価の方法 
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本系群は、沖底の漁獲量が系群全体の漁獲量の7～8割を占め、漁獲努力量も算出されて

いるが、1990年代半ばから漁具能率が向上したという情報が得られたことから、長期的な

沖底CPUEのデータを用いた資源量推定では資源量を過大評価する可能性がある。そのため、

過去30年間の漁獲量の変化から資源水準を判断し、漁具能率が比較的安定していると考え

られる過去5年間の沖底CPUEおよび漁獲量の推移から資源動向を判断した。 
その際、2005～2010年にかけて日本海北部で北海道区水産研究所が実施したスケトウダ

ラ音響資源調査（調査概要については平成22年度スケトウダラ日本海北部系群を参照）で

行われた魚種確認のためのトロール調査（以下調査船トロール調査）からホッケのCPUE
を算出し、判断の参考とした。また、底建網と定置網の漁労体あたりの漁獲量および沖底、

定置網、調査船トロール調査で得られた体長の変化も資源動向の判断の参考とした。なお、

漁獲物の体長および体重の頻度分布により年齢を0歳、1歳、2歳魚以上の3つに区分し、1
歳魚および2歳魚以上の平均体長の傾向を調べた。 
 

（2） 漁獲物の年齢組成 

ホッケ道北系群の漁獲尾数を図6a、b、cに示す。道北系全体の年齢別漁獲尾数は、1980
年代後半まではほぼ0歳と1歳で占められていた。1990年代に入って2歳魚の割合が増加した

が、全体的に見ると、2歳魚の占める割合は1～2割である。1歳魚は数年に一度の割合で大

量に漁獲されており、0歳、1歳の漁獲量は年によって変動が大きい傾向が見られた。2004
年から2005年にかけて1歳魚の漁獲量が急減したが、その後増加し、2008年は2007年と同

様に0歳魚、1歳魚ともに漁獲尾数が多い傾向が続いた。2009年は0歳魚の割合が急減し、

2000年と同程度となった（図6a）。 
海域別に年齢別漁獲尾数を見ると、日本海では、1998、2000、2004年に1歳魚が急激に

増加しているが、いずれも次の年の2歳魚の漁獲量には反映されていなかった。また、0歳、

1歳の漁獲量は年によって変化が大きいが、2歳魚の漁獲量には大きな変化は見られなかっ

た。2009年の漁獲尾数は、大半を1歳魚が占めており、0歳魚の漁獲尾数は2007年以降減少

する傾向がみられた（図6b)。オホーツク海では、2歳魚以上はほとんど漁獲されておらず、

0歳魚と1歳魚で大半を占めている。2000年以降は1歳魚の割合が減少し、0歳魚の割合が高

くなっていた。また、日本海と比較してオホーツク海の漁獲尾数は年によって変動が大き

く、急減した2005年以降2008年にかけて増加したが、2009年には再び減少した（図6c）。 
なお、年齢別漁獲尾数は北水試により求められた値を使用している。1985年から2005年

については体長組成分解により年齢を区分していたが、ホッケの体成長の速度は成熟に達

して以降鈍る特徴があるため（図2）、高齢魚については体長情報のみから正確な年齢分解

を行うことには困難が伴う。そのため、2006年以降の年齢別漁獲尾数の算定には耳石によ

る年齢査定法が用いられている。 
 

（3） 資源の水準・動向 
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 本系群の漁獲実態に即した資源評価を行うため、本年度の資源評価では漁獲量の変化か

ら資源水準を、漁獲努力量が大きく変化していない過去5年の沖底CPUEおよび漁獲量の推

移から動向を判断した。定置網と底建網の漁労体あたりの漁獲量および沖底、定置網およ

び調査船トロール調査で得られた体長の変化も動向判断の参考とした。 
当該海域における過去30年間（1980～2009年）の漁獲量から資源水準を判断し、漁獲量

および過去5年間（2005～2009年）の沖底CPUEの推移から資源動向を判断した。資源水準

は、過去30年間の漁獲量の平均値を50とし、35未満を低位、35以上65未満を中位、65以上

を高位と設定した。2009年の漁獲量は9万6千トンで46となり、資源水準は中位と判断した 
(表1、図7)。漁獲量の推移は、1998年の21万トンをピークに1999～2005年まで12～15万ト

ンで比較的安定して推移した後、2006年には9万9千トンと減少した。2007年以降は再び増

加したが、2009年には2006年と同程度まで減少した。過去5年で見ると、沖底CPUEは日本

海とオホーツク海では大きさは異なっており、日本海では2006年に大きく減少した後2007
年以降6以上の高い水準で推移している（図8）。一方、オホーツク海では2004年に高い値

を記録したのち低調のまま推移し、2008年は高い値が見られたが、2009年には再び減少し

た（図8）。過去5年間の漁獲量および沖底CPUEは、2005年から2006年にかけて減少し、

その後2008年にかけて増加したのち2009年には減少しており（表1、図7、図8）、増減を

繰り返している。道北全体のCPUEは、過去5年で見ると3台後半を中心として増減してお

り、連続した増加および減少傾向が見られないため資源動向は横ばいと判断した。しかし

ながら、漁獲量およびCPUEは、必ずしも安定的に推移しているとは言い難い現状である。 
また、資源動向判断の参考として、調査船トロール調査で得られたホッケCPUEの動向、

定置網および底建網の漁労体あたりの漁獲量および体長の推移を用いた（補足資料2）。調

査船トロール調査で得られたホッケのCPUEは、1歳魚、2歳魚以上ともに2007年をピーク

を迎え、2005～2009年の過去5年間で見るとおおむね横ばいで推移している（付図4）。沖

底、定置網および調査船トロール調査で得られた1歳魚および2歳魚以上の平均体長は近年

大きな変動は見られず、定置網および底建網における漁労体あたりの漁獲量の推移につい

ても明瞭な減少傾向が見られなかったことから（付図5）、動向が横ばいであることの判断

材料になると考えられる。一方、調査船トロール調査で得られた2010年のCPUEは、1歳魚、

2歳魚以上ともに減少しており、今後の動向には注意が必要であると考えられる。 
 

5. 資源管理の方策 

漁獲量の変動が資源動向を反映すると仮定し、過去30年間の漁獲量の平均値から資源水

準を判断した場合、1980年代が低位水準、90年代前半が中位水準、90年代後半から2004年
までの大半が高位水準であると考えられる(図7)。80年代の低位水準から90年代後半の高位

水準への移行は、漁獲量の大半を占める沖底の漁獲量が90年代後半にかけて増加したこと

によると考えられる。また、2005年以降沖底の漁獲量が減少したため、高位水準から中位

水準へ移行したと考えられる（表1）。漁獲量の動向、過去5年間の沖底CPUEの推移、定
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置網および底建網の漁労体あたりの漁獲量、沖底、定置網および調査船で得られた体長変

動からは近年の資源水準が大きく変化している可能性は低いと考えられるが、調査船トロ

ール調査で得られたホッケのCPUEは、1歳魚、2歳魚以上ともに2010年に減少しており、

注意が必要である。また、年齢別漁獲尾数から2007年級は比較的豊度の高い年級であった

ため、2008年までの漁獲状況は良好であったが、2009年級群は豊度が低い可能性があるた

め、今後数年の資源状況は悪化する可能性がある。本系群の漁獲は若齢魚主体の沖底漁業

に大きく依存しているため、加入状況が悪化した場合には若齢魚への漁獲圧を低減し、親

魚を確保することが望ましい。 

 

6. 2011年ABCの設定 

（1） 資源評価のまとめ 

 過去30年間の漁獲量および過去5年間の沖底CPUEの推移などから総合的に判断した資

源水準は中位、動向は横ばいである。また、調査船トロール調査で得られたCPUEの推移か

らも2009年までの資源動向は横ばいであると考えられるが、2010年のCPUEは減少してい

たため、今後は漁獲量が減少する可能性がある。本系群の漁獲は若齢魚主体であるため、

加入状況が悪化した場合には漁獲圧を低減することが望ましい。 
 
 

（2） ABCの算定 

本系群において漁獲量の情報を用いて資源評価を行った。ABC算定にあたっては平成22
年ABC算定のための基本規則に従い、以下のようにABCを算定する： 
 資源水準が高位、資源動向が横ばいの場合に適用されるABC算定のための基本規則

2-2)-(2)は以下の式で示される： 

 
ABClimit =平均漁獲量Cave ×δ2 
ABCtarget= ABClimit×α 

このとき、δ2は1以下の係数。またαは不確実性を考慮した安全率（標準値：0.8）。前述の

通り、本系群の資源水準は中位で動向は横ばいと判断された。2009年は漁獲量が減少し、

高位水準から中位水準へと移行したこと、調査船トロール調査で得られたCPUEの推移から

今後漁獲量が減少する可能性もあることから、係数δ2に0.9を与え、安全率αには標準値の0.8
を与えることとする： 

ABClimit = 過去5年間 (2005-2009年) の平均漁獲量×0.9 = 106千トン 
ABCtarget= ABClimit×0.8= 85千トン 
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 2011年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合 

ABClimit 106千トン 0.9Cave5-yr - - 
ABCtarget 85千トン 0.8･0.9Cave5-yr - - 

 

（3） ABCの再評価 

 

評価対象年   管理基準 

資源

量 ABClimit ABCtarget 漁獲量 

（当初）      （千トン） （千トン） （千トン）

2009年（当初） 1.0Cave5-yr - 127  102  
2009年（2009年再評価） 1.0Cave5-yr - 127  102  
2009年（2010年再評価） 1.0Cave5-yr*1 - 127  102 96 
2010年（当初） 1.0Cave5-yr - 129  103  
2010年（2010年再評価） 1.0Cave5-yr*2 - 129  103  

*1 2003-2007年の漁獲量を使用。 
*2 2004-2008年の漁獲量を使用。 

 

7. ABC以外の管理方策の提言 

ホッケ道北系群の漁獲量は、2000年代に入って12～15万トンで安定的に推移していたが、

2004年から増減を繰り返しながら推移している。本系群における漁獲量やCPUEの変動傾

向は漁法および海域によって異なる場合もあるが、沖底を対象としたアンケート結果では、

2009年に引き続き2010年の漁獲状況も良好ではないとのことであり、今後の漁獲量および

CPUEの動向には注意が必要である。また、産卵個体群の沿岸への来遊状況は産卵場周辺の

水温によって影響を受ける可能性があるため、海洋環境についても注意を払う必要がある。 
現在、本系群の評価には漁獲量および過去5年間の沖底CPUEを使用している。2008年度

より沖底CPUEの詳細な分析等を進めており、漁業実態をより詳細に把握することにより、

実態に則した資源量指数の算出等、資源管理への活用が期待されている。 
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図1. ホッケ道北系群の漁場位置（［ホッケ研究グループ(1983)］を改変） 
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図6a. ホッケ道北系群の海域全体における年齢別漁獲尾数の推移（稚内水産試験場資料、

中央水産試験場資料、網走水産試験場資料） 
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図6b. 日本海側海域におけるホッケ道北系群の年齢別漁獲尾数の推移（稚内水産試験場資

料、中央水産試験場資料） 
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補足資料1 
 

沿岸漁業の漁獲努力量の参考として、底建網は、第2種共同漁業権に含まれるカレイ・ヒ

ラメ・ホッケ底建網の行使者数を、定置網は、北海道農林水産統計に記載されている漁労

体数（統）を、それぞれ支庁ごとに収集し、それぞれの漁労体あたりの漁獲量を算出した

（付表1）。なお、定置網の漁労体数は2006までの集計、底建網については支庁によって集

計年数が異なっているため、定置網・底建網ともに集計されている最新年の努力量の値を

用いて近年の漁労体あたりの漁獲量を算出した。なお、定置網および底建網の漁獲量は、

北海道水産現勢元資料より集計した。 
支庁別の小定置の漁獲量および漁労体あたりの漁獲量は、網走支庁において1985年以降

に急増したのち1990年代前半にかけて減少した他は、後志で増減を繰り返しながら比較的

安定して推移している（付図1）。サケ定置の支庁別漁獲量および漁労体あたりの漁獲量は、

1970年代後半に網走で高くなって以降、ほとんど漁獲されていなかった。1990年代後半以

降後志において漁獲されるようになり、2003年に急激に増加したが、2007年にかけて減少

し、2008年以降増加した（付図2）。底建網の漁獲量は、網走および後志で1990年代後半

から増加し、2003年には2万トンを超えた。2007年は網走の減少にともなって、海域全体

の漁獲量も減少したが、2008年には再び増加した。2009年は網走および後志ともに大きく

減少した。一方、漁労体あたりの漁獲量は、網走で他の海域よりも高い水準で推移してお

り、2003年に一旦落ち込むが2008年と2009年は高い値で推移している。後志では、90年代

後半から2000年代前半にかけて増加し、2005年に減少したが、その後再び増加し、網走に

次いで高い値で推移している（付図3）。底建網の漁獲量および漁労体あたりの漁獲量は、

海域間で差が大きく、1990年代後半以降、網走および後志で概ね好調であるが、1990年代

まで比較的好調であった宗谷においては近年低い値で推移している（付図3）。 
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補足資料2 
本系群では、漁獲努力量が大きく変化していない過去5年の沖底CPUEおよび漁獲量の推

移から資源動向を判断しているが、資源動向判断の参考として、調査船トロール調査で得

られたホッケのCPUEと、定置網および底建網の漁労体あたりの漁獲量および体長の推移を

用いた。 
調査船トロール調査におけるホッケのCPUEは、1歳魚、2歳魚以上ともに2007年にピー

クを迎えたが、2005-2009年のCPUEの動向はおおむね横ばいであった。しかしながら、2010
年は、1歳、2歳魚以上ともに減少したため、今後の動向には注意が必要である（付図4）。 

サケ定置網の漁労体あたりの漁獲量は2003年と2006年に増加し、2007年には2000年以前

の水準に戻ったが、2008年以降再び増加した。一方、小定置では過去5年間で増減を繰り返

しながらも明瞭な減少傾向は見られていない。底建網の漁労体あたりの漁獲量は、2003年
にピークを迎えたのち2005年にかけて減少したが、2008年には増加に転じ、増減を繰り返

しながら推移している（付図5）。沖底、定置網および調査船トロール調査で得られた1歳
魚および2歳魚以上の平均体長についても1歳魚で2006-2007年に低い値を示した他は近年

大きな変動は見られていない（付図5）。定置網および底建網の漁労体あたりの漁獲量推移

についても明瞭な減少傾向が見られなかったことから、過去5年間で資源状態に大きな変化

があるとは言えず、動向が横ばいであることの判断材料になると考えられる。なお、個体

群の平均体長が増加し、最大体長およびCPUEが減少傾向の場合は資源の悪化を示唆すると

考えられており（Shin et al. 2005) 、体長の動向などにも引き続き注意が必要である。  
 

Shin, Y-J., Rochet, M-J., Jennings, S., Field, J. G., and Gislason, H. (2005) Using 
size-based indicators to evaluate the ecosystem effects of fishing. ICES Journal of 
Marine Science, 62, 384-396. 
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付表2a. ホッケ道北系群の年齢別漁獲尾数の推移（全海域計 図6aの元データ）
1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997

0歳 7,934 17,186 22,699 17,696 14,863 1,628 3,183 6,796 4,073 3,532 15,527 3,973 35,444

1歳 8,465 8,787 14,042 15,552 23,388 27,864 13,281 20,360 14,290 14,278 18,104 37,570 18,961

2歳 2,349 2,992 3,366 3,595 5,697 10,547 12,974 2,884 20,077 23,561 23,898 20,420 14,009

3歳以上 431 254 545 695 734 3,235 2,372 2,212 4,143 5,228 1,871 3,388 12,559

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

0歳 25,534 43,578 12,299 24,214 22,445 42,900 38,078 29,120 33,370 55,375 48,452 14,514

1歳 64,230 13,984 47,738 24,442 21,417 25,069 38,211 6,486 16,833 35,069 44,750 31,703

2歳 19,304 16,677 6,807 18,971 11,888 15,832 19,029 14,713 5,049 5,562 9,569 6,018

3歳以上 3,045 2,551 1,125 3,407 1,082 1,980 3,981 8,366 5,685 4,087 5,423 1,060

資料：稚内水産試験場資料、中央水産試験場資料、網走水産試験場資料 ×万尾

付表2b. ホッケ道北系群の年齢別漁獲尾数の推移（日本海側海域 図6bの元データ）
1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997

0歳 4,866 15,550 21,765 16,023 14,348 1,294 2,610 2,095 171 192 105 48 3,467

1歳 7,984 5,972 10,117 12,770 20,422 24,747 12,083 18,581 12,260 8,111 16,392 10,056 12,284

2歳 2,310 1,823 3,250 3,330 5,676 10,445 12,840 2,855 19,735 22,685 23,561 20,233 13,979

3歳以上 431 254 545 695 734 3,235 2,372 2,212 4,143 5,228 1,871 3,388 12,559

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

0歳 7,935 20,904 332 14,688 14,229 10,660 1,566 22,123 19,788 29,889 16,145 11,010

1歳 39,713 9,872 47,705 22,315 16,609 22,360 37,479 6,361 14,267 34,874 39,833 31,703

2歳 18,126 16,528 6,807 18,969 11,873 14,828 17,215 13,614 4,914 5,447 9,543 6,018

3歳以上 3,045 2,551 1,125 3,407 1,082 1,980 3,981 8,366 5,685 4,087 5,423 1,060

資料：稚内水産試験場資料、中央水産試験場資料 ×万尾

付表2c. ホッケ道北系群の年齢別漁獲尾数の推移（オホーツク側海域 図6cの元データ）
1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997

0歳 3,068 1,636 933 1,674 515 335 573 4,701 3,902 3,340 15,421 3,925 31,976

1歳 480 2,815 3,925 2,782 2,966 3,117 1,198 1,779 2,030 6,167 1,712 27,514 6,677

2歳 39 1,169 116 266 22 102 135 29 342 875 337 187 30

3歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

0歳 17,599 22,674 11,967 9,527 8,217 32,240 36,512 6,997 13,582 25,486 32,307 3,504

1歳 24,517 4,111 33 2,127 4,808 2,709 732 125 2,566 195 4,917 5,086

2歳 1,178 149 0 2 15 1,004 1,814 1,099 135 115 26 90

3歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資料：稚内水産試験場資料、網走水産試験場資料 ×万尾
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